
中央防災会議の専門調査会の設置について

（中央防災会議決定：H13.6.28）

(1) 今後の地震対策のあり方に関する専門調査会

地震防災体制や地震防災施設の整備等、我が国の地震対策につい

て、その現状を詳細かつ体系的に把握・分析するとともに、実効性

のある地震防災体制や地震防災施設の整備のあり方など、今後の地

震対策の基本的な方向について検討を行う。

(2) 東南海、南海地震等に関する専門調査会

今世紀前半にも発生する可能性が高いと見られている東南海、南

海地震等について、中部圏、近畿圏等における大綱の作成など防災

対策の強化に資するため、地震被害の想定や防災対策のあり方につ

いての検討を行う。

(3) 防災基本計画専門調査会

洪水対策、土砂災害対策、高潮対策、原子力災害対策等の方針の

提言など近年の災害対策の進展に対応し、防災基本計画の必要な改

定について検討を行う。
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東南海・南海地震対策の検討の流れ 
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平均繰返し間隔

からみて、今世紀

前半に発生する

可能性が高いと

言われているこ

と。 

「東海地震に関

する専門調査会」

で、その検討につ

いて強い指摘が

あったこと。 

南関東地域直下

の地震対策に引

き続き、中部・近

畿圏についても

固有の地震に関

する大綱を作成

する必要がある

こと。 

地震調査委員会

において、９月

27 日にその発生

についての長期

評価等が出され

る予定であるこ

と。 

中央防災会議に「東南海・南海地震等に関する専門調査会」を設置 

○  東南海・南海地震の性状、地震動、津波等について 
○  東南海・南海地震についての地震津波災害について 
○  それらを踏まえた対策の基本的なあり方について 

中部圏、近畿圏、西日本の太平洋沿岸域における 
地震等への対策に関する大綱の策定（中防決定） 

○ 国、指定機関の防災業務計画 
○ 地方自治体の地域防災計画    に反映   

○ その他の諸計画、マニュアル等 

※ 第１回を平成１３年１０月３日に開催

し、来年度末を目途に結論を得る。 

諸施策の実行 



専門調査会の検討の流れ 
 
 

 
 
 
 

検討対象とする 
直下型の地震の選定 

検討対象とする東南

海、南海地震の選定 

過 去 の 東 南

海、南海地震 

地震調査研究

推進本部の想

定地震 対象とす

る地震の

検討 

○特定の活断層を対象 
○網羅的に地震が発生す

ると想定 
○ 網羅的＋特別な地震 

地震動、

津波波高

予測 

近畿圏、中部圏におけ

る地震動分布の予測 

近畿圏、中部圏等の地震

動分布、西日本太平洋沿

岸の津波波高分布の予測 

直下型の地震による

被害の予測 
東南海、南海地震によ

る被害の予測 

近畿圏、中部圏におけ

る地震防災対策のあ

り方 

東南海、南海地震を踏

まえた西日本太平洋

沿岸地域の地震防災

対策のあり方 

被害予測 
(時間経過

を 含 め た

被害予測）

地 震 防 災

対 策 の あ

り 方 に つ

い て の 検
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○ 東海地震 
東南海地震(1944)で歪みが解放されず、安政東海地震(1854)から約 150

年間大地震が発生していないため、相当な歪みが蓄積されていること

から、いつ大地震が発生してもおかしくないとみられている。 
 
○ 東南海・南海地震 

おおむね 100～150 年の間隔で発生しており、今世紀前半での発生が

懸念されており、中部圏、近畿圏などの防災対策を早急に確立してい

く必要がある。 

○慶長地震（Ｍ7.9）

○宝永地震（Ｍ8.4）

死者 5,038 人

○安政東海地震（Ｍ8.4）

死者 2,658 人 

○東南海地震（Ｍ7.9）

死者 1,251 人 

○南海地震（Ｍ8.0）

死者 1,330 人 東海地震?

破壊領域

？ 

南海地震 東南海地震

東海地震と東南海・南海地震 


